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第２学年  理科学習指導案     
 

平成２９年１月１７日（火）  
                  場 所   理科室 
             

 

 

１ 単元名   電流とその利用「イ 電流と磁界（イ）磁界中の電流が受ける力」 

 

２   単元について  

（１）生徒観  

  略  

 

（２）単元観 

  生徒は、小学校第３学年で「磁石の性質」、  

 第４学年で「電気の働き」、第５学年で「鉄  

 芯の磁化や極の変化」「電磁石の強さ」、第  

 ６学年で「発電・蓄電」「電気による発熱」  

 について学習している。そこで、小学校での  

 既習事項と関連させた授業展開をすることで、  

 学習内容のつながりを図る。  

  本単元の主なねらいは、磁界の概念を導入  

 し、磁界と磁力線との関係、コイルによる磁  

 界など電流の磁気作用の基本的な概念を観察、  

 実験を通して理解させるとともに、電流が磁  

 界との相互作用で受ける力や電磁誘導の現象  

 など、電流の利用についての科学的な見方や  

 考え方を養うことである。  

  また、本単元は、生活と科学が大きく関わ  

 っているととらえることができる単元である。  

 日常生活や社会で利用されているものを取り  

 上げ、実験を通して見いだしたことと関連付  

 けて原理や仕組みを考察したり、理解を深め  

 たりできるようにしていく。  

 

（３）指導観  

  本単元は、生徒の身の回りにある科学を扱うことのできる単元であることか  

 ら、身近な例を用いることによって、理科に関する興味関心を高めていきたい。 

  本単元で学習する「電流が磁界との相互作用で受ける力」の身近な例として  

 モーターが挙げられる。モーターは現代の生活を支える重要な働きをするもの  

 であると考える。そこで本単元では、実験を通してその原理を考えられるよう  

 指導していく。  

  さらに、目に見えない磁力や磁界を線で表すことによって、磁界にはたらく  

 力が可視化されるため、磁力線を用いて磁力や磁界を表現することに重点を置  

 いて指導し、科学的に考察する力を育んでいく。その際、提示教材を工夫し、 

 磁力を空間的にイメージさせていく。  
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  また、班活動を取り入れ、自分の考えを自分のことばで話し合うことで、考  

 察する力を育成し、自信をもって発表できるようにする。その際、表現等が異  

 なっていても認め合える雰囲気づくりをしていく。  

   

３ 研究主題との関わり 

（１）研究主題  

 「確かな学力を育む授業の創造」(３年次) ～言語活動の充実を通して～  

 

（２）理科研究主題  

 「生徒が主体的に調べる活動を通して、科学的な思考力や表現力の育成を図る」 

【確かな学力を育む手だて】    

 予想を立てる場面では、生活経験や既習事項を振り返る活動を重視する。 

 自然の現象を調べるにあたって、予想し、検証し、考察する流れを繰り返

して指導し、科学的な思考力・判断力を育成する。 

 観察・実験時のレポート作成を通して、予想や結果、考察などを自分の知

識と関連付けて自分の考えをまとめ、表現できる力を身に付けさせる。 

 実験操作や実験器具の扱い方など、基本操作の習得に向け、パフォーマン

ステストを行い、個別指導の時間を確保する。 

【「協働的な学び」のスタイルを取り入れた学習】 

 学習形態について 

男女混合の４人グループとする。予想や見通しを立てたり、考察をした

りする場面等で、各自の考えを広め、深める活動を行う。 

 課題の精選について 

小学校や中学校での既習事項や生活経験をもとに予想を立てる活動を重

視するため、個別実験をしてみたいものを持参させる。 
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４ 指導と評価の計画      

（１）  単元の目標 

①  実験・観察に意欲的に取り組み、仮説を立てて追究し、規則性をみつけ

ようとする。          【自然現象への興味・関心・態度】 

②  磁石とコイルを用いた実験を行い、磁界中のコイルに電流を流すと力が

はたらくことを考察し、その法則性を見いだす。 

【科学的な思考・表現】 

③  磁石や電流による磁界の観察の結果を正確にまとめ、磁界のようすを磁

力線で表すことができる。          【実験・観察の技能】 

④  磁石や電流による磁界の観察を行い、磁界を磁力線で表すことや、電流

の回りに磁界ができることを理解する。 

【自然現象についての知識・理解】 

 

（２）評価規準     

観 点  規 準 

自然現象への  

関心・意欲・態度 

電流がつくる磁界、磁界中の電流が受ける力、電磁誘導と

発電に関する事物・事象に進んで関わり、それらを科学的

に探究しようとする。 

科学的な  

思考・表現 

電流がつくる磁界、磁界中の電流が受ける力、電磁誘導と

発電に関する観察、実験に目的意識をもって行い、自分の

考えを導いたりまとめたりして、表現している。 

観察・実験  

の技能 

電流がつくる磁界、磁界中の電流が受ける力、電磁誘導と

発電に関する観察、実験の基本操作を習得するとともに、

観察、実験の計画的に実施し、結果の記録や整理などの仕

方を身に付けている。 

自然現象に  

ついての  

知識・理解 

電流がつくる磁界、磁界中の電流が受ける力、電磁誘導と

発電に関する基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を

身に付けている。 
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（３）評価計画   （１０時間扱い）                                 

時間 
◆ねらい  

◎主な学習活動 

自
然
現
象
へ
の 

関
心
・
意
欲
・
態
度 

科
学
的
な 

思
考
・
表
現 

観
察
・
実
験
の
技
能 

自
然
現
象
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解 

第１時 
◆磁力、磁界について理解する。 

◎方位磁石を用いて、磁界の向きを観察する。 
〇  〇  

第２時 
◆磁界は磁力線で表すことができることを理解する。 

◎鉄粉を用いて、磁界の様子・強さを観察する。 
 〇  〇 

第３時 

 

◆導線（１本）に電流を流すとできる磁界について理解

する。 

◎方位磁石、鉄粉を用いて、電流を流した導線のまわり

にできる磁界を観察する。 

  〇 〇 

第４時 

◆導線（コイル）に電流を流すとできる磁界について理

解する。 

◎方位磁石、鉄粉を用いて、電流を流したコイルの周り

にできる磁界を観察する。 

 〇  〇 

第５時
（本時） 

◆磁界の中で電流を流したときに生じる力の向きと磁

界の向き、電流の向きの関係性を見いだす。 

◎導線、磁石を用いて、電流が磁界から受ける力の向き

について検証する。 

 〇   

第６時 

◆磁界の中で電流を流すとどうなるかを理解する。 

◎コイル（導線）と磁石の間の磁力線を描き、生じる力

について表現する。 

 〇  〇 

第７時 

◆コイルと磁石で電流を発生させることができること

を知る。 

◎コイルと磁石を使って電流を流せるか観察する。 

〇  〇  

第８時 

◆電磁誘導によって発生した電流の大きさや向きにつ

いて理解する。 

◎コイルの巻き数や磁石の動きを変化させ、発生した電

流の大きさや向きについて検証する。 

 〇  〇 

第９時  
◆直流電流と交流電流の違いを知る。 

◎演示実験から、直流電流と交流電流の違いを見いだす。 
 〇  〇 

第10時  
◆学習のまとめ 

◎これまでのまとめと単元小テストを行う。 
〇   〇 
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５  本時の指導（5/10 時） 

（１）ねらい 

電流が磁界から受ける力の向きは、磁界の向きと電流の向きによって決ま

ることを実験結果から見いだす。  【科学的な思考・表現】  

 

（２）展開 

・留意点  ◎評価(観点)〈方法〉   

☆支援(つまずきが予想される生徒を B にするための手だて) 

★研究の視点  ●言語活動の工夫 

過
程 

学習活動・生徒の活動  指導上の留意点及び評価  
機器  

資料等  

導

入

 

5

分  

①  前時までの復習 

 電流が磁界から力を受ける

ことを確認する。 

 

②  本時の課題の理解 

 

 

 

 

 クルックス管に見えた電子線が、磁

石を近づけると、曲がったことにふ

れる。 

 

 

 

 

 本時のねらいを明確にするため、黒

板に表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

  学習  

プリント 

  課題掲示 

展

開

  

③予想をたてる 

 電流が磁界から受ける力の

向きは何によって決まるの

かを予想し、学習プリント

に記入する。 

 

 

 

 

 

 

④検証する条件を考える 

 磁界から受ける力の向きは

何によってきまっているの

かを検証するために必要な

実験を考える。 

 

 

 

 

 電子線は何から力を受けて曲がった

のかを考えさせる。 

☆次の２点を机間指導で確認する。  

 電子線に電圧をかけると、＋に引き

付けられたことから、力がはたらく

と電子線が曲がったこと 

 電子線が“曲がる（形が変わる）＝

力がはたらいている”ということ 

●自分の予想を図で表現したり、こと  

 ばで表現する。 

 

★「なぜそう考えたのか」の根拠をも

とに、班で自分の考えを話し合う。  

 

  学習 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  条件を 

書いた 

カード 

 

 

 本時の課題  

「電流が磁界から受ける力の向きは何によって決まるのだろうか」 

 磁界の向きを変えること 

 電流の向きを変えること 
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展

開

 

25

分  

⑤実験装置を使い、検証する。 

 実験プリントに検証手順を

記入する。 

 

 

 

 

 

 実験装置を準備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実験を行い、矢印で結果を

記録する。 

 

 実験装置を片付ける。 

 

⑥検証の結果を発表する。 

 各班の結果を図で発表す

る。 

 結果をことばで表現する。 

 

 

 

 実験プリントに手順を書き、結果を

まとめるための時間をとる。 

 生徒を前に集めて操作の説明を行

う。 

 操作する際のポイント、記録の仕方

を明確にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実験器具を用いて安全に正しく操作

できているか、正確に記録できてい

るかについて机間指導を行う。 

 

 

 

 班の結果を班員全員で確認させて、

発表させる。 

 実験結果からコイルがどのように動

いたか、ことばで表現する。 

●発表者が結果をことばで表現する。  

 

掲示用の

キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  結果を

書くための

ホワイト

ボード 

 

 

実験装置の図  

実験を行う条件 

①  磁界の向きを変えること 

②  電流の向きを変えること 
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終

末  

 

20

分  

⑦検証の結果から考察する。 

 個人で、学習プリントに記

入する。 

 班で教え合い、発表するた

めの準備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧次時へ 

 磁界の向きと磁力を表す磁

力線を描くとイメージしや

すいため、次回は磁力線を 

書いて考える。 

 

☆磁界や電流の“向き”に注目できる

よう、黒板に掲示したキーワードに

注目させる。  

 Ｕ字磁石の向きを逆にすると、コイ

ルが動く向きが逆になった。 

 電流の向きを逆にすると、コイルの

動く向きが逆になった。 

☆グループ内で話合いを行い、力の向

きが何によって決まるのかについて

教え合う。  

◎電流が磁界から受ける力の向きは、

磁界の向きと電流の向きによって決

まることを実験結果から見いだすこ

とができる。【科学的な思考・表現】

〈学習プリント〉  

 

 

 

 

 電流が磁界から受ける力の向きは  

 「磁石の磁界の向き」と「電流の向き」によって決まる。  


